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緒論，第 1 編，第 2編，総括からなっており，第 1 編は 6 章，第 2編は 2 章に分けて論述した。
緒論では，フェノール廃液処理および微生物によるフェノール分解の問題点を指摘して，本研究の
意義を述べた。
第 l 編第 1 章では，自然界からフェノール分解性のすぐれた酵母として ， Rhodotorula glutinis vαr. 
glutinis No.692菌および Cαndidα tropicαlisNo.708菌を分離，同定した。
同編第 2 章では ， R.No.692菌を用い，フェノール誘導の条件を明らかにし，誘導菌を用いて2~000ppm
フェノールを5.5時間， 3 ， 000仰例フェノールを約16時間で分解した。
同編第 3 章では， C. No.708菌を用い， 3， 000仰mフェノールを約 8時間で分解し，さらにすぐれた結
果を得た。フェノール酸化活性に対する種々の阻害剤の影響も明らかにした。
同編第 4 章では， R.No.692菌， C.No.708菌のほか Trichosporon cutαneumを用いて，フェノール廃液
中に混入すると考えられる種々の芳香族化合物に対する酸化パターンを比較した。
同編第 5 章では， C.No.708菌を用い，回分培養系における最大比増殖速度， 0.22 hr-1 ， 最大比フェ
ノール消費速度， 0.4511確 ρhenol/rri. dのなど，フェノール分解の動力学定数を決定し，溶存酸素濃度
など環境因子の影響について検討した結果を述べた。
同編第 6 章では， C.No.708菌によるフェノール含有廃液の連続処理を行い，流入フェノール濃度
?
2500ppm，希釈率O. 25hr- 1 として，フェノール濃度 lppm以下の処理水を得た。 これは， 15kg pheｭ
nol/ ぱ・ d仰に相当し， 本菌はきわめて高いフェノール処理能力を有することを示した。
第 2編第 l 章では，分離酵母R.No.753菌を固定し，本菌を用いてフェノール廃液からのカテコール
生成条件を明らかにした。
同編第 2章では， R.No.753菌を用いて，種々のフェノール類からフェノール誘導体を生成すること
が容易であることを見出し，本菌によるフェノール類の代謝経路について考察した。
総括は，本論文の結論で，本研究によって得られた成果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，毒性の高いフェノール含有廃液をフェノール分解能のすぐれた酵母により処理する目的
で行なった研究である。
すなわち自然界からフェノール分解能力のきわめて高い酵母を分離，同定し，フェノール酸化活性
の誘導に及ぼす多くの環境因子との関係を明らかにしたものである。また，フェノール含有廃水の連
続処理の研究を行ない，フェノール15kg/ni ・ dのというきわめて高い処理能力を有することを示した。
また，分解経路の研究で種々のフェノール類からフェノール誘導体を容易に生成することを見出し
ている。
これらの研究は微生物によるフェノールの分解について多くの知見を含んでおり学術的な意義を有
するのみでなく，廃水処理工学の分野でも寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認Jめる。
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